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『女たちの太平洋戦争』　朝日新聞社編　
朝日文庫／ 2025 年７月／ 1,199 円（税込）

　アジア太平洋戦争の勃発から半世紀後の 1991 年
に朝日新聞の企画に寄せられた膨大な投稿がまとめ
られ，後に刊行された書物を再編集して，戦後 80 年
に出版されたのが本著である。この企画の投稿規定
の一つは，「1941 年の開戦から 1945 年の敗戦までの
間に 15 歳前後の女性だった」ということ。本書に
は 128 編が収録されているが，言う迄もなく各々の
体験も，そして証言も千差万別であり，決して思い
出したくなる類の昔話ではない。ただ共通している
のは，「とにかく言葉に残さずにはいられない」とい
う戦争体験者の覚悟ではないかと痛感する。末尾の

「連載を終えて」にもあるように，「戦争体験という
ものは，（中略）個人的な体験にすぎない。だが，そ
れが集まると圧倒的な歴史の証言になる。」のだ。

『生きる言葉』　俵万智
新潮新書／ 2025 年４月／ 1,034 円（税別）

　言葉が余りにも粗雑に扱われる現代，「日本語の足
腰」を鍛える必要性とその術を独自の視点から説く。

『福音派―終末論に引き裂かれるアメリカ社会』　
加藤喜之
中公新書／ 2025 年９月／ 1,320 円（税込）

『アメリカ史とレイシズム』　中條献
岩波新書／ 2025 年 10月／ 1,056 円（税込）

　新年（2026 年）が明けてもトランプ政権によるア
メリカ第一主義の暴走は止まらない。アメリカの政
治・社会の分断は益々深まり，「西半球」という概
念も広く認知されることとなった。国益のために国
連や国際機関への援助もとりやめて，このままアメ
リカは，はたまた世界はどこに向かうのであろう。
　ここであらためてアメリカの病理？を歴史的に振
り返っておく必要があるのではないか。前者は現
代アメリカの分断の背景を，宗教的観点から探るも
の。トランプを熱狂的に支持するアメリカ人が，い
かなる人たちかを知るヒントとなる。後者は言うま
でもない，建国以来のアメリカの多様性と差別につ
いての歴史である。南北戦争前後から「人種」とい
う概念が明確になっていく過程が詳述されている。

『包摂と正義の地球環境学（シリーズ未来社会をデザ
インするⅠ）』　谷口真人
古今書院／ 2025 年４月／ 3,520 円（税込）

　「誰一人取り残さない」世界を目指す SDGs の目標
達成までに残された時間はあと４年となった。SDGs
の大きな特徴は，開発途上国だけでなく先進国も含
めたすべての国々が対象である点である。いわゆる
先進国に暮らす私たちは，自然環境をどのように捉
え，また，どのように行動すればよいのか。本書は
地球環境学を単に自然科学的側面から解説する書で
はない。「人の生き方を問う地球環境学」という視点
が貫かれている。地球上には，自然と社会の分断，
社会の中の分断，価値観の違いによる人の分断が存
在すると１章でも述べられているが，現在地球上で
生起している諸問題は，まさにこれらの分断が複雑
に絡み合い，持続可能な社会を阻害している。地球
環境問題における人と自然をつなぐ「正義」とは何
か，地球環境問題を単に自然科学としての側面から
のみ捉えるのではなく，倫理学や哲学的な見方から
地球環境と正義について考えさせてくれる。

『明治維新 10講』　三谷博　
岩波新書／ 2025 年 12月／ 1,100 円（税込）

　幕末維新期を生徒に伝えたり考えさせたりする
際，その複雑さのままだと理解がとても難しい。あ
る程度の「単純化」が必要となるが，どの程度の単
純化が許されるのか，その判断も悩ましい。また授
業時間は限られているので，どこを重点的に扱うか
も授業者の判断となる。本書はその判断を大きく助
けてくれる。単純化でいえば，薩摩藩は「一貫して
開国論を採っていた」がその一例だ。重点について
は，条約勅許問題と将軍継嗣問題の絡み合いを安政
五年政変と呼び，修復不可能な亀裂を生んだと評価
し，桜田門外の変とともに幕府崩壊の端緒と位置づ
ける。維新期は廃藩置県を重点とし，「武士の総解雇
は激烈な階級革命だったに違いない」とする。幕末
にページ数を割きながらも西南戦争までを扱ってい
るのも特徴だ。本書は歴史総合の教科書に非常に適
合した，教員向け参考書になりうる。ただし教科書
と同様に，マスとしての大衆は現れても，一人ひと
りの民衆は見えてこない点を付け加えておく。


